
仙台市様
診療カーによるオンライン診療サービスについて
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1．本取り組みの背景について

診療カー

患者居住エリア

ü 仙台市では、将来的な医療過疎に先⼿を打つため、2020年頃よりオンライン診療のプロジェクトを推進
ü 2020年度に医師対患者（DtoP型）による実証実験を実施し、有効性と課題を明確化
ü 2022年度には、「患者側と医療側の双⽅にとって、より受け⼊れやすい簡便なオンライン診療」をテーマに医療機器

を搭載した診療カーに看護師が同乗し診療補助を⾏うモデル（DtoPwithN型）のオンライン診療の実証を実施

医療機関

問診、聴診、エコー、
バイタル情報をもとに診療

診療カーを⽤いたDtoPwithN型

ü 医療機器、通信機器を搭載した診療カー
ü 看護師による診療補助
ü 対⾯診療と同等の⽣体情報を得る

2020年度の仙台市による
実証実験（DtoP型）

医療機関

患者宅

オンラインで問診

ü 慢性疾患患者への有効性
ü 聴診やバイタル情報などがないため、

対⾯診療と質的な差分
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２-１．2023年度からの取り組み概要について

ポケットエコー

訪問看護指⽰書に基づく
診療補助依頼

診療カーに同乗し
患者居住エリアを訪問

患者居住エリア

医療機関

看護師
診療カー

テレプレゼンスシステム「窓」

⾞両に搭載する主な機器・アプリケーション

⾎中酸素飽和度
測定

パルス
オキシメーター

画像診断（⼼臓など）

電⼦聴診器⼼電図計

ü 2023年より、デジタル⽥園都市国家構想交付⾦（デジタル実装タイプ TYPE2）を活⽤し、仙台市の「防災環
境“周遊”都市・仙台モデル推進事業」デジタル⽥園都市国家構想の⼀環として、社会実装（2025年も継続）



（参考）診療カーの変遷
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２-２．実施事項詳細

実装地域 宮城総合⽀所管内、秋保エリア、仙台市中央エリア

診療カー
出張場所 患者居宅

医療機関
・医師

①あんどうクリニック 安藤 健⼆郎医師
②錦ケ丘ヒルズクリニック 阿保 昌樹医師
③仙台駅東クリニック 南條 光晴医師
④ないとうクリニック ⼆井⾕ 友公医師

看護師 通常連携している訪問看護ステーションより選出

患者 医療機関①〜④に通院中であり、訪問診療受診中の慢性疾患患者

2025年度
活⽤状況 出張回数︓11回 患者数︓30名 （9⽉末時点）

診療内容 患者の症状に応じ、以下の内容を診療
バイタル、聴診、問診、⼼電図、超⾳波診断

医療費
徴収⽅法

以下3つより選択
オンライン診療アプリによるクレジット決済
患者様のご家族による代理⽀払/後⽇通院時に⽀払

薬の処⽅ 診療カーを活⽤したオンライン服薬指導導⼊に関する実証を検討中



仙台市におけるオンライン診療の特徴

「オンライン診療環境整備」を提案〈2023.6〉
診療カーを用いたオンライン診療を効率的に実施できるよう、実施場所の拡大や
医学管理等の診療報酬料の算定に関する提案を行い実現

③国家戦略特区を活用した規制改革の提案
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➡ 高齢化・医師不足等の課題に対応し、持続可能な医療提供体制の確保を図る

②機器へのこだわり①産学官連携による取り組み

▲独自の電子聴診器
（開発中）

▼テレプレゼンス
システム「窓」

仙台市

ほか民間企業６社

２-３．仙台市におけるオンライン診療の特徴

宮城県
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（１）診療報酬の格差
（２）参画医療機関/患者の拡⼤

オンライン診療事業の課題
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規制改⾰に向けた提案
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①スターリンクの導⼊

オンライン診療事業の課題（２）参画医療機関/患者の拡⼤

ü 秋保エリアでの電波実証
⇒⼭間部でのサービス提供可能
 ないとうクリニックとの連携スタート

②宅内へ持ち込める⼩型機器の導⼊

ü 宅内でのオンライン診療
⇒⾞いす患者や寝たきり患者に対応

ü サービス付き⾼齢者向け住宅での展開
⇒医師による訪問診療をオンライン診療
 にすることで効率的な診療を実現



ワーク
フロー

【整備済
サービス】

診療予約 診療代
決済

診療⽇まで 診療⽇

オンライン診療 オンライン服
薬指導

薬剤
配送

２０２５
年度

実装・実証

「窓」
スマートキュア

対話⽀援システム⼩型「窓」

ウェアラブルカメラ

パルス
オキシメーター

体温計

⾎圧計

携帯型⼼電計

電⼦聴診器

オンライン服薬指導ツール ドローンによる
薬剤配送

第⼆世代交付⾦活⽤

オンライン診療事業の課題（２）参画医療機関/患者の拡⼤

⾞内改造

ü ⾃宅から出ることなく、⼀気通貫なオンライン対応の実現による利便性向上
ü 多様な患者に対する医療機器の整備、診療報酬・検査料獲得に向けた展開
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（１）広域展開を⾒据えた取組
（２）PR活動

今後の事業拡⼤に向けて
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（１）広域展開を⾒据えた取組-仙台市/宮城県/気仙沼市⽴病院/⽇本郵便

✓郵便局のスペース利活⽤
今後は、郵便局と連携した診療報酬
の徴収、薬剤配送なども視野に

ü 2025年度より、宮城県が仙台市オンライン診療検討会に参画
ü 県内の医療過疎地域への展開を⾒据え、気仙沼市⽴病院の分院である本吉医院で実証
ü ⽇本郵便とも連携し、郵便局の駐⾞場にて診療デモ
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■電⼦聴診器
「服の上からでも⼼⾳がよく聞こえ
る」という感想をいただき、実診療
でも耐えうることを体感いただきまし
た。
※写真中央は⻘森県健康医療福祉部⻑
守川様

■テレプレゼンスシステム「窓」
仙台と接続し、遠隔でのコミュニ
ケーションを体験いただきました。
その場にいるような会話ができると
好評でした。

6/2東奥⽇報記事

（１）広域展開を⾒据えた取組-⻘森県遠隔医療・オンライン診療セミナー

ü ⻘森県主催オンライン診療セミナーに、⻘森⽀店と協⼒して対応
ü オンライン診療や医療MaaSを中⼼の企業の出展、医療関係者・⾃治体関係者の参加



本選出場案件の一部抜粋

参考➡ 第4回Digi田（デジでん）甲子園インターネット投票対象事例一覧｜第4回Digi田（デジでん）甲子園｜デジタル田園都市国家構想

（２）PR活動-第４回Digi⽥甲⼦園（内閣府主催）の取組

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digitaldenen/koshien/honsen/2024/voting.html


15

（２）PR活動-第４回Digi⽥甲⼦園（内閣府主催）の取組

「診療カーによるオンライン診療の推進」事業内容について
診療カーによるオンライン診療の推進について紹介しています。｜
第4回Digi田（デジでん）甲子園 インターネット投票対象事例一覧｜第4回Digi田（デジでん）甲子園｜デジタル田園都市国家構想

「Digi田（デジでん）甲子園」の詳細について
第4回Digi田（デジでん）甲子園 結果発表｜第4回Digi田（デジでん）甲子園｜デジタル田園都市国家構想

Digi⽥甲⼦園とは︖
地⽅公共団体、⺠間企業・団体など様々な主体がデジタルの⼒を
活⽤して地域課題の解決等に取り組む事例を幅広く募集し、特に優れたものを表彰する取組です。
仙台市・NTT東⽇本の連名にて、『診療カーによるオンライン診療の推進』の取り組みで応募し、
地⽅公共団体部⾨で準優勝を獲得しました。

受賞団体の皆さま 左から、伊東内閣府特命担当⼤⾂、仙台市⾕⽥担当局⻑、⽯破総理⼤⾂、橘官房副⻑官

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digitaldenen/koshien/honsen/2024/0001.html
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digitaldenen/koshien/honsen/2024/0001.html
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digitaldenen/koshien/kekka/2024/index.html

